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論文及び審査結果の要旨 

本論文は，医療における遠隔無線センシング・制御のための無線ボディエリアネットワー

ク（BAN）の超高信頼性（Dependability）確保のために、物理層における重要度・QoS レ

ベルに応じた FEC(Forward Error Correction)と ARQ(Automatic Repeat Request)を組み

合わせた Hybrid ARQ 方式を考案し、さらに MAC 層プロトコルと共にクロスレイア統合

最適化を行う方式を考案し、考案とその性能解析に関する研究を英語でまとめたものであ

る。 

本論文は、医療 ICT の中核的課題である無線 BAN の物理層と MAC 層における超高信

頼化技術として、まず、Decomposable Code の構造に着目し、ARQ の再送情報を軽減し、

再送毎に訂正能力を上げ瑠ことができる Hybrid ARQ 方式を提案し、理論解析を行い、BAN

の国際標準 IEEE802.15.6 で定義される情報パケットの QoS レベルに応じた最適化を導出

している。次に、Energy Efficiency モデルの定式化と複数 WBANs 環境における性能評価
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を行い、さらに、マルチホップ WBANs における性能評価を行っている。以上の物理層だ

けの最適化に加えて、MAC 層プロトコルも含めたクロスレイヤにおける性能解析とそれに

基づく最適化を実現している。 

 以上のように、本研究は、旧来の Shannon 理論を新領域へ展開すると共に、現在、今

後の世界における少子高齢化に対応する先端 ICT に基づくユビキタス医療を支える高信

頼・高効率なディペンダブル医療・ヘルスケアに深く貢献し、Industry4.0 のコアとなる IoT、

M2M の Dependability を保証する科学技術として、学術、産業界のいずれにおいても高く

評価される成果を上げ、これに続く今後の研究開発が期待される。これらの一連の研究成果

は、学会論文誌、国際会議などに既に発表され評価を得ており、本論文は博士（学術）の学

位論文として十分な価値を有するものと認められる。 


